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福祉を学ぶ高校生の姿を地域に発信　地域福祉の担い手をともに育てる

活動の目的

福祉を学び真摯に利用者と向き合う高校生の姿を地域の
方々に広く知っていただき認めてもらうことで、高校生自
身に地域福祉の担い手となる自覚を芽生えさせ、地域に貢
献する人材の育成を地域とともに行う。それにより高齢者
だけでなく誰もが住み慣れた地域で「ふだんのくらしのし
あわせ」を追及することができる社会を目指す。

活動の内容及び経過

●介護技術コンテスト
・期　日：令和２年６月26日（金）…中止

●生徒体験発表会・講演会
・期　日：令和３年１月13日（水）…書類選考に変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　講演会中止
・発表生徒：７校12名

●交流会・ボランティア活動（各校で実施５月～２月）
学校ごとに地域でボランティア活動を実施

活動の成果・効果

新型コロナウイルスの影響で、介護技術コンテストは中
止となったが、生徒体験発表会は書類選考で実施すること
ができた。岡山県代表として岡山県立倉敷中央高等学校の
２作品を中国地区大会に応募し、そのうち１作品は１位と
なり、全国大会へ応募されることが決定した。生徒の学習
成果発表の場を持つことができた。

今後の課題と問題点

新型コロナウイルス感染予防策をとりながら、生徒の活
動の場を確保していくことが課題である。
岡山県や全国の感染者数の状況によって、計画を変更し

ていくことになるので、不確定要素が多く、準備が難しい
という問題点がある。
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